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2つの同一粒子が衝突した場合､粒子 (1)が検出器 (1)で検出され､粒子 (2)
が検出器 (2)で検出される確率振幅と､その道､すなわち､粒子 (1)が検出器
(2)で検出され､粒子 (2)が検出器 (1)で検出される確率振幅は区別がつかな
い｡フォトンのようなボゾン粒子の場合､上記2つの確率振幅は同位相で干渉を起こ
し､その結果､1つの検出器で2つの粒子が同時に観測される確率が大きくなる｡こ
れをバンチング効果と呼ぶ｡電子のようなフェルミ粒子の場合､上記2つの確率振幅
は逆位相で干渉を起こし､その結果､1つの検出器で2つの粒子が同時に観測される
確率は抑圧される｡これをアンチバンチング効果と呼び､パウリ排他律の物理的起源
である.ボゾン粒子の衝突実験は報告例があるが､フェルミ粒子についてはこれまで
実験例がなかった｡我々はメゾスコピック電子系で初めてフェルミ粒子の衝突実験を
行い､分岐雑音の抑圧を観測したのでその結果を報告する｡
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